
 

 

 

 

 

 

長年の経験と、鋭い？観察力でかなの家をいつも見守ってくれている小野田さんにインタビューをしました。 

 

Q  小野田さんが今、かなの家の中で 1番気になっている人物は誰ですか？ 

A  野村くんだな…。歳をとってきたからなぁ、ほずみ社長も気にしてるよ！ 

野村くんをひとりにすると大変だからなぁ〜…。世話をしてくれる人がい  

るといいんだけどな〜。未定だな。 

Q  今、小野田さんが楽しんでいる事は？ 

A  現場を見ることだよな。かなの家の現場監督をやってるのが楽しいな！ 

 

 

小野田さん曰く…かなの家を盛り上げていく今後のキーパーソンは田中（幸子）さんと

伊藤（正幸）さんだそうです。しかしながら、とにかく野村（安一）さんの事が気にな

って仕方ない小野田さんのインタビューでした。 
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「かなの家インタビュー」 ～ 小野田 洋介さん ～ 

 洋介がかなの家に 18才から通い始めて、現在４８才ですので、30年間通っていること

になります。毎朝 6 時 30 分に家を出て夕方 5 時に帰ってきます。ここにきて、グループ

ホームにお世話になることになりました。 

親としては寂しい気持ちは否定できませんが、洋介にとっては新人生の始まりになるので

はと思っております。           ―お父様からコメントをいただきましたー 

カレンダーを早速ありがとうございました。ひとしさんの絵は大胆な感じ。 

有希さんの貼り絵。一生懸命書いた感じ。アリガトウ‼ 

                      ― 静岡県静岡市 ○○ シズエ 様 －  （2017・9・30） 
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談話室でくつろぐ洋介さん（右） 20数年来の親友小川さん（左）と。 

 

実習生の小川さんと 

帰り時の一コマ 

 

こんにちは。前回の注文の時には、品物のほかに試供品をたくさん入れてくださり、どうも有り難うござ

いました。友人、知人、実家の母にプレゼントし、こういう所も有る事を教えてあげました。今回の注文は、

私の自分用です。寒暖の差の激しいこの頃、季節の変わりめ、皆様もお体にお気をつけてお過ごしください。 

私も平日は作業所、日曜は教会に通っています。それでは、また・・・・。 

― 東京都西東京市 ○○ ヤスエ 様 －  （2018・6・15） 

毎日の様に、かなの家にも様々なお便りが届きます。封書、お葉書、電話、FAX、仕事関係はやはりメールでしょうか。 

この「日
にち

にちのおたより」では、主に石鹸等をお買い上げ頂いた皆様からのお便りや、メッセージを中心に掲載しています。 

出来るだけ特定されないようにしておりますが、万一ご不快な思いをお与えするようでしたら、平にご容赦ください。 

（編集者） 
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しかし、新しい恩恵の働く根元にあるのは、弱さと傷つきやすさなのである。 

･･･それによって、何らかの形で、互いが結びつくのである。 

～ジャン・バニエ『コミュニティー ゆるしと祝祭の場』p94～ 

 

 

「強さが求められる社会では、弱さは恥で、隠すべきものとされます。しかし実は、

お互いの弱さを分かち合える場の中にこそ、人格的な深い交わりが生まれます。 

弱さは、驚くべき力を秘めた強さなのだと感じます。」 

                 川﨑 真奈（かわさき まな） 

 

 

 

 

 

 

こんにちは、初めまして杉山晴子です。 

２０１８年 1 月からかなの家との生活が始まりました。まどいのアシスタントとして 

皆さんとたずさわらせていただいています。 

なかまの人が巻き起こす毎日違うそれぞれのストーリーは私を笑顔にし、また私のわから

ないことはベテランのなかまの人達がフォローし

て、かなの家での生活を分かち合ってくれます。 

私自身をそのままに受け入れてくださる、なかまとアシスタント、そしてかなの家に携

わる全ての人に感謝しています。良いことも良くないこともすべて含めて、今日はこれ

からなにがあるのだろうとわくわくしています。少しずつ少しずつですが、一緒に前を

向いて歩んで行けたらいいなと思っています。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1994年、京都で牧師家庭に生まれ育ちました。 一時期静岡に住んでいたこともあり、そのつながりを通して

今年の 2～3月に 3週間、かなの家に滞在しました。 現在、大阪市立大学の大学院生です。存在承認の居場所

づくり・共生社会のあり方をテーマに、研究を進めています。 ― 真奈さんにプロフィールを頼みました ー 

  

― 新人紹介 ― 

仕事のアシスタント 杉山 晴子（すぎやま はるこ） 

はじめまして、畠中宏と申します。 

5 月から家庭のアシスタントとして働いています。新しく建て替えられた、いぶきに 

所属しています。足久保は緑が多く静かで素敵なところです。 

かなの家に来る直前まで雪国暮らしでしたので、 

静岡の夏の暑さは体にこたえます。 

なかまもアシスタントも、いろんな人がいて、 

みんな個性的ですね。それぞれの賜物も、悪癖も、 

好き嫌いも、思い煩いも、みんな大切にしていけ 

たらと思います。 

家庭のアシスタント 畠中 宏 （はたなか ひろし） 

どうもありがとうございました。 小野田さんの「ありがとうカード」、うれしく受け取りました。 

                  ― 埼玉県さいたま市 ○○ ケイコ 様 －  （2016・9・16） 
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 日本らしい相談方法、表現方法は何ですか？（ラルシュインターナショナルからの質問） 

 

ラルシュかなの家には 「ラルシュインターナショナル」というリーダーのようでいて、共に歩むパートナ

ーみたいな存在がいます。 

そのラルシュインターナショナルの人たちが 「いろんな国でフランス（トロリー）のラルシュのコピーを

しようとしたけど、うまくいかず、そのやり方は間違いでした」と、最近になり反省しています。 

そこで、ラルシュインターナショナルから 「日本らしい相談方法、表現方法は何ですか？」と質問されま

した。困った私は、アシスタントの話し合いで一緒に考えることにしました。話し合いで出た意見をまとめる

と下の表の内容になりました。 

 

日本の文化、霊性 

俳句 禅 自然 わびさび 不完全の美 壊れた物の美しさ 空間の美しさ 温泉  

温泉で裸の付き合い 祭り 自然のなかの神 村文化      

日本人の特質 

調和 和 気配り 内面 以心伝心 曖昧 恥 集団文化 沈黙 中庸 主体性を消す 礼儀  

本音と建前 抑圧と解放 兄弟姉妹としての上下関係 他人任せ 他力本願 おもてなし ひきこもり 

日本の表現・相談方法 

時間がかかる インディアン方式 チャランケ 指名制 飲み会 お笑い 譲り合い 

（ラルシュかなの家アシスタントから出た意見ですので、あしからずご了承ください） 

 

 次に、ラルシュインターナショナルの評価を頼まれました。理事、アシスタント、なかまから評価を聞き取

りました。おもしろいことに評価の中で、「黒船来襲」というのもありました。なかまからは、「会ってグッ

ドモーニングと言いたい」という意見もありました。さまざまな意見、評価を、ラルシュインターナショナル

に報告するのですが、とても助かると言ってくれます。やはり、黒船来襲には興味津々でした。 

このような対話を持てることが、とてもありがたく感じます。ラルシュだからこうでなければ、同じようで

なければいけないと考えていたのですが、逆にもっと自分らしさを探して、自分らしくしていいよと言われて

いるように感じました。自分らしさとは何か、わからないところもありますし、自分であるということ以上の

ことを成し遂げねばならないかのような思いを持ちます。 

 

静岡の山のなかを歩くと、沢に水が流れ、魚が泳ぎ、木や岩や

苔が、ただ静かにそこにいるだけの自然に出会います。多様な自

然の素のままが美しいです。「天から役割なしに降ろされたもの

はひとつもない」とアイヌのことわざにあると知りました。素朴

な命同士が役割を持って相互関係を持って循環しています。 

フランシスコ教皇の出した環境についての回勅「ラウダート・

シ」のゴーチェ神父さんによる解説付き勉強会に参加していま

す。引用されている聖書の箇所に「神はお造りになったすべての

ものをご覧になった。見よ、それはきわめてよかった」（創世記 1・31）とあります。これらの共通した、自

然界と私たちすべての存在に意味があるというメッセージ。 

日本の文化や自然から学びながら、違いのある多様な私たちが出会い、祝うことができるラルシュの可能性

を、これからも探す旅ができればと願っています。                    （言・げん） 

 



2018 年 かなの家祭り のご案内です！ 

〜ホップ!ステップ! ダウン？→ハグ ♡ 〜 

日程 ： 2018年 11月 10 日 ( 土 ）  10 時〜14 時  （小雨決行） 

場所  ： かなの家  つどい駐車場（来場者用駐車場有り） 

 住所 ： 静岡市葵区安倍口新田 534-3 

 お祭りのテーマは「ホップ!ステップ! ダウン？→ハグ ♡ 」 

秋から冬へと移りかわる新しい風の上昇気流に乗って、今年もかなの家のなかま達は両手を広げ、 

気分も上々に空高く舞い上がります！それもつかの間…上がれば下がることもあります！！！ 

急降下する場面もチラホラありますが、それでもみんな一緒に羽を休め、かなの家で共に生きる毎日

を分かち合っています。 

「ありのままでいいじゃない！」 

私達と一緒にかなの家のお祭りで食べて！歌って！踊って！楽しく心も暖まる時間を過ごしませんか。 

皆さまのご来場を心よりお待ちしております！どうぞお気軽にお立ち寄り下さい。 

 

７月７日の七夕の日に、日本聖公会東京教区の有志団体である障がい者関連活動連絡会(障関連)のお招きで、東

京にある聖バルナバ教会で定期的に行われている「お話しを聴く会」へ行ってきました。今回は、青野剛久さん、

田中幸子さんと私、チョウ・シミの他に、元アシスタントの三輪直子さんの４人がメンバーでした。    

 この４人でどのようにお話しをしたらいいのか分からず、不安な気持ちを抱えたままスタートしました。今回は

言葉を超えた表現が素敵ななかまの田中さんもいたので、一般的な講話会の枠を取り外してみて、それぞれの自己

表現を大切にすることを心がけました。田中さんは「田中さんの言語」で素晴らしいスピーチと写真の紹介をし、

青野さんは「田中さんの言語」を訳して田中さんを紹介してくれました。さ

らに、田中さんと青野さんは二人とも静岡県民であり、お茶飲みという共通

の趣味があったので、二人でお茶をふるまいリラックスした雰囲気を作って

くれました。また、「１９の折り鶴」の映像を観て、小グループに分かれ、

会場の皆さんにも感想を分かち合っていただき、会場全体が一つになれた気

がしました。 

 また、東京ではいろいろな方々に出会い、また、お世話になりました。宿泊場所を提供してくださった「援助修

道会」のシスターの皆様とそれをつないでくださった援助会で修練中の重田さん。重田さんは６月に１ヶ月間かな

の家で一緒に過ごしてくださったので、東京では嬉しい七夕再会となりました。会場ではぶどうの家から東さんと

高木さん、神奈川からは東地さんを始め、普段からかなの家と関わってくださり、応援してくださっている皆様も

来てくださりました。翌日かなの家に戻る前に浅草見物をした際には、アシスタントの湯浅さんと訪問者として継

続的に来てくださっている堀口さんがいろいろ案内をしてくださり、私たち４人もお話し会の緊張から解かれ楽し

い思い出を最後に作ることができました。そして、最後に、私たちを招いてくださった障関連のみなさんと送り出

してくださったかなの家のみなさん、本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

（心寧・シミ） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月に、フランスのトロリーにフォーメーション(養成講座のようなもの)で行ってきまし

た。トロリーはジャン・バニエが最初にラルシュをつくった場所です。 

 この時のフォーメーション"In the Footsteps of L'Arche"は各コミュニティからなかま

一人・アシスタント一人が参加するもので、かなの家からは仁さんと平石が参加しました。

参加者はフランスとイギリス出身者が多かったのですが、スペイン、インド、カナダ、ドミ

ニカ共和国のコミュニティからも参加者がいました。一週間ほどのフォーメーションの中で

は、分かち合いがあり、散歩があり、講義があり、楽しい食事の時間がありました。 

 各国からのアシスタント・なかまが交わりの時を過ごす中で、仁さんの賜物も生かされ

ました。仁さんはビートルズの「レット・イット・ビー」とともにゆったりとした日本舞

踊のようなダンスを踊り(私も仁さんに合わせて踊った)、他の参加者を惹き付けました。

仁さんに先導されながら、皆で「レット・イット・ビー」でダンスをし、肩を組ながら歌

ったのは忘れられません。 

あるイギリス人の参加者は「仁さんのダンスを見て、『レット・イット・ビー』(あるがままに)の本当の意

味がわかったかもしれない」と言ってくれましたが、仁さんのマイペースなダンスは「あるがまま」である

ことの大切さを示してくれたと思います。 

  私がフォーメーションで聞いた言葉の中で特に印象に残ったも

のは「このなかまにはこういう才能があるんだ、と言うだけなのは

ラルシュではない。アシスタントがなかまとの関係性を示すのがラ

ルシュだ」というものでした。ラルシュはなかまが中心でもなけれ

ばアシスタントが中心でもなく、その関係性こそが中心なのだなと

感じました。だからこそ、なかまとアシスタントが、共に歌い、共

に踊ることが、ラルシュでは重要なのだと思います。 

（平石・ひらいし） 

 

続 アシスタントな ひとこま その 5 

ひとコマの枠をはみ出して用紙目一杯に書く

なかまの人がいてごとう和さんが驚いていまし

た。ごとうさん、なかまの人達も楽しい時間を過

ごすことが出来ました。 

（豊・ゆたか） 

８月にかなの家のなかまの希望者を募って、

静岡市在住のまんが家、ごとう和さんのマンガ

教室が行われました。４コマまんがを題材にみ

な好きずきに描き、普段絵クラブで描いている

絵とはまったく違う絵を描くなかまの人が何人

かいたり、身近な好きな人を描く人。 

ラルシュ初のメンバー 

フィリップと 

ラルシュ・かなの家 

〒421-2114  静岡市葵区安倍口新田６５－５  TEL ０５４－２０６－０８３０  FAX ０５４－２９４－８０７０ 

E-MAILlarchekana@s9.dion.ne.jp  WEBhttps://larchejapankana.localinfo.jp/ 

             ブログ;larchekananoie.blog.fc2.com 

振 込 口 座 0 0 8 2 0 -４ - 1 5 3 3 2 5    ラルシュ かなの家 

0 0 8 2 0 - 8 - 1 5 3 0 0 8   かなせっけん  （せっけん等 代 金 お支 払 い用 振 込 ）  

トロリー・フォーメーションに参加して 
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かなせっけん注文書（最新版 ご注文はこの用紙をお使いください）  2018 年 9 月～ 
                   

                             

 

お 

客

様 

フリガナ  お客様番号  

お 名 前  
電話  

FAX  

ご 住 所 
〒 

  
e-mail (任意)： 

● お支払い方法・・ご注文時にご希望のお支払い方法に ☑ を入れてください。 

□ 郵 便 振 込 み  
商品同封の「払込取扱票」（口座番号 00820－8－153008）をお使い下さい。

お支払いは品物到着後 2 週間以内でお願いします。 

□ 代 金 引 換 商品お届け時の代引き手数料は 300 円（税抜）です。 

                  

 

kananoie.shop-pro.jp  ネットショップもご利用ください。 

●  洗濯用 価 格 数  ● ヘアケア用品など 価 格 数 

粉せっけん   無香料      ３kg  820 円   せっけんシャンプー      400ml 520 円  

〃     かおり      ３kg  840 円   〃        つめかえ  1000ml 1020 円  

〃     無香料      １kg   310 円   せっけん用リンス       400ml 520 円  

〃     かおり      １kg   320 円   〃      つめかえ 1000ml 1020 円  

〃         無香料     10kg  2430 円   ボディソープ        400ml 520 円  

〃        か お り    

10kg  
2530 円   〃         つめかえ 1000ml 1020 円  

  洗濯機クリーナー 520 円   ● 純正エッセンシャル・オイル    中央香料（株） 製造   

漂白剤（酸素系）         500ｇ 520 円   ラベンダーオイル         ５ml 800 円  

    ペパーミントオイル       ５ml 700 円  

●  洗面、入浴、小物洗いなど    ローズマリーオイル        ５ml 600 円  

固形せっけん「純」   ４コ入り 450 円      

〃          １コ入り 150 円   ●   キッチン用   

麦飯石（ﾊﾞｸﾊﾝｾｷ）石鹸 １コ入り 440 円   液体せっけん ボトル  600ml 370 円  

オリ－ブせっけん 
    1 コ入り 

レバノン産 

バージンオイル 
500 円   〃      詰め替え 600ml 320 円  

ハ－ブせっけん 
   1 コ入り 

よもぎ 191 円   〃          徳用     ５㍑ 2000 円  

ラベンダー 191 円   半固形せっけん 容器入   400ｇ  300 円  

緑茶 191 円   〃     つめかえ   400ｇ 270 円  

● 薬用ナチュラルクリームなど     

「望」クリーム・びわ配合 150ｇ  3500 円   ● 無農薬茶（静岡県産） ｛ 自然栽培 ｝ 

 マザーシロップ・自然      １kg 1800 円   初芽（やぶきた）      100ｇ 1300 円  

 マザーソルト・自然の塩   1 ㎏ 1400 円   新商品！  荒茶八十八夜   100ｇ 1000 円  

マザーソルト・自然の塩  250ｇ 400 円   濃厚な味わいに、深い青みのある香りをお楽しみください。 

新商品！ マザーソルトの容量が変わりました。   もえぎ（やぶきた）    100ｇ 800 円  

 

● 自然食愛好家のための歯磨き 

デンシー  なすび黒焼き（炭）配合 
       ラミネートチューブ入り 

   ひざし（ 〃一茶十二茶） 100ｇ 600 円  

454 円 
  番茶（秋冬番茶）     200ｇ 600 円  

  ほうじ茶（秋冬番茶）   200ｇ 700 円  

   パウダー茶いぶき      ５０ｇ 500 円  

●    新商品！杉本園の国産紅茶  ５０ｇ 600 円  

    品種（べにふうき） 柔らかな甘みが口に広がります。 

●  お申し込み・お問い合わせ先       

〒421-2114 静岡市葵区安倍口新田 534-3     かなせっけん発送所 

TEL 054-296-1116 FAX 054-296-6433   e-mail : madoi_wisdoｍ＠yahoo.co.jp 

ご注文日  年 月 日 

価格はすべて税抜きです。  価格＋税で ご計算ください。 

FAX054‐296‐6433 ＴＥＬ054‐296‐1116 
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